
一般質問

令和３年（２０２１年）１０月３１日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ４

一般質問の詳細についてはインターネット議会中継をご覧ください。アドレスはhttps://smart.discussvision.net/smart/tenant/kodaira/WebView/rd/council_1.html

 
質
問　

臼
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
・
健
康
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
の
庁
内
で

の
課
題
や
連
携
方
法
等
へ
の
見
解
は
。

　

渦
若
い
世
代
か
ら
の
市
民
意
見
は
。

市
長　

臼
部
間
を
超
え
た
事
業
実
施

の
検
討
を
行
う
こ
と
か
ら
、
時
間
を

か
け
て
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

引
き
続
き
組
織
間
の
連
携
に
よ
り
、

様
々
な
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

　

渦
現
時
点
で
具
体
的
な
意
見
等
は

聞
い
て
い
な
い
が
、
今
後
、
こ
だ
い

ら
健
康
増
進
プ
ラ
ン
の
改
定
に
際
し
、

実
施
す
る　

歳
以
上
の
人
を
対
象
と

１８

し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
り
幅

広
い
世
代
か
ら
意
見
を
聞
い
て
い
く
。

健
康
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
活
動
を
促
進
し

健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
こ
だ
い
ら
を

 
質
問　

臼
市
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
お
い
て
、

補
助
金
の
活
用
は
重
要
だ
が
見
解
は
。

　

渦
女
性
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の

デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
へ
の
取
組
が
重

要
だ
が
、
具
体
的
な
取
組
と
見
解
は
。

市
長　

臼
国
か
ら
行
政
手
続
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
、
自
治
体
の
情
報
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
・
共
通
化
の
補
助
金
に

つ
い
て
詳
細
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、

活
用
は
Ｄ
Ｘ
推
進
に
有
効
で
あ
る
た

め
、
今
後
も
国
や
都
の
動
向
を
注
視

し
具
体
的
な
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
現
時
点
に
お
い
て
特
に
具
体
的

な
取
組
の
検
討
は
し
て
い
な
い
が
、

今
後
研
究
し
て
い
く
。

将
来
の
小
平
の
発
展
の
た
め
に

市
が
積
極
的
に
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
を
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一般質問 要 旨
市政を問う

　議員が市政全般にわたり、執行機関に対し事務の状況及び将来に
対する方針等について質問することをいいます。

一般質問とは橋
本
孝
二
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

健
康
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
の
活
動
促
進
／

積
極
的
に
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
を

 
質
問　

臼
日
本
語
に
難
し
さ
を
感
じ

る
外
国
人
の
孤
立
を
防
ぐ
こ
と
に
つ

い
て
、
市
の
見
解
は
。

　

渦
災
害
時
の
外
国
人
対
応
に
お
け

る
、
市
が
行
う
対
応
フ
ロ
ー
は
。

市
長　

臼
外
国
人
へ
の
正
し
い
情
報

提
供
の
た
め
多
言
語
や
、
や
さ
し
い

日
本
語
で
発
信
等
し
て
お
り
多
面
的

ア
プ
ロ
ー
チ
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
災
害
発
生
時
は
、
国
際
交
流
協

会
に
対
し
て
災
害
時
外
国
人
支
援
セ

ン
タ
ー
設
置
を
要
請
す
る
ほ
か
、
必

要
に
応
じ
津
田
塾
大
学
等
と
の
災
害

協
定
に
よ
り
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

の
派
遣
を
要
請
す
る
な
ど
し
て
い
く
。

多
文
化
共
生
の
た
め
に
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
情
報
提
供
を

 
質
問　

臼
小
学
校
５
年
次
の
宿
泊
を

伴
う
移
動
教
室
が
行
わ
れ
て
い
な
い

が
、
市
の
見
解
は
。

　

渦
水
泳
授
業
で
市
営
プ
ー
ル
の
使

用
や
企
業
と
の
連
携
等
へ
の
見
解
は
。

教
育
長　

臼
教
育
的
な
効
果
や
費
用

負
担
の
増
大
等
を
十
分
に
協
議
し
て

実
現
の
可
能
性
を
見
極
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
た
め
、
当
面
は
小
学
校
第

６
学
年
で
の
実
施
を
継
続
し
て
い
く
。

　

渦
プ
ー
ル
の
維
持
管
理
等
の
負
担

軽
減
や
、
天
候
等
に
左
右
さ
れ
な
い

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
引
率

方
法
や
移
動
に
要
す
る
時
間
や
経
費

等
の
課
題
も
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
か
け
が
え
の
な
い

体
験
の
機
会
を
守
る
た
め
に

石
津
は
る
か
議
員

（
政
和
会
）

多
文
化
共
生
の
た
め
の
情
報
提
供
／

子
ど
も
た
ち
の
体
験
の
機
会
を
守
る

 
質
問　

臼
効
果
な
ど
が
得
ら
れ
な
い

行
動
自
粛
要
請
を
や
め
る
べ
き
で
は
。

　

渦
児
童
・
生
徒
の
学
習
、
健
全
な

心
身
の
成
長
の
た
め
教
育
活
動
は
コ

ロ
ナ
禍
前
の
状
態
に
戻
す
べ
き
で
は
。

　

嘘
酸
素
不
足
に
よ
る
体
力
や
学
力

の
低
下
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
発
達
の
阻
害
な
ど
弊
害
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
児
童
・
生
徒
へ
の
マ
ス

ク
着
用
勧
奨
を
や
め
る
べ
き
で
は
。

　

唄
自
宅
療
養
者
、
後
遺
症
者
に
対

し
、
他
市
と
の
協
力
等
を
含
め
た
相

談
窓
口
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

　

欝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
の
副
反
応
被
害
の
ほ
か
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
改
め
よ

 
鬱 
、
自
殺
企
図
な
ど
遅
発
性
後
遺
症

う
つの

相
談
が
増
加
し
て
い
る
が
、
相
談

窓
口
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
都
全
体
で
の
取
組
が
重
要

で
あ
る
。
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
緊

急
事
態
措
置
等
に
沿
っ
て
対
応
す
る
。

教
育
長　

渦
引
き
続
き
感
染
状
況
に

応
じ
た
予
防
対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

　

嘘
引
き
続
き
マ
ス
ク
の
適
切
な
着

用
の
指
導
と
と
も
に
、
個
々
の
児
童・

生
徒
の
事
情
に
応
じ
た
配
慮
を
行
う
。

市
長　

唄
市
独
自
の
窓
口
設
置
は
人

材
等
か
ら
困
難
で
あ
る
。
他
市
と
の

協
力
に
よ
る
自
宅
療
養
者
の
支
援
は

感
染
者
情
報
が
な
く
難
し
い
。
後
遺

症
は
保
健
所
等
で
支
援
さ
れ
て
い
る
。

　

欝
人
材
、
専
門
知
識
、
権
限
等
の

観
点
か
ら
窓
口
設
置
は
困
難
で
あ
る
。

 
質
問　

臼
見
通
し
が
よ
く
ス
ピ
ー
ド

を
落
と
さ
ず
走
行
す
る
車
が
多
い
通

学
路
に
、
目
黒
区
で
実
施
し
て
い
る
、

危
険
ス
ピ
ー
ド
落
と
せ
の
幕
を
電
柱

に
設
置
す
る
こ
と
は
、
道
路
幅
員
の

狭
い
通
学
路
で
は
有
効
だ
が
見
解
は
。

　

渦
通
学
路
の
見
守
り
に
つ
い
て
、

市
内
民
間
事
業
者
と
の
協
力
体
制
を

さ
ら
に
進
め
る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

市
長　

臼
近
隣
市
等
の
設
置
状
況
等

を
調
査
し
、
有
効
性
等
を
研
究
し
た

上
で
導
入
の
是
非
を
判
断
し
て
い
く
。

教
育
長　

渦
今
後
、
市
内
民
間
事
業

者
の
協
力
を
得
る
こ
と
に
つ
い
て
安

全
確
保
の
方
策
の
１
つ
と
し
て
有
効

児
童
等
の
命
を
守
る
通
学
路
の

交
通
安
全
対
策
を
さ
ら
に
進
め
る
べ
き
だ

な
手
だ
て
が
な
い
か
検
討
し
て
い
く
。

 
質
問　

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の

中
で
、
地
域
の
仲
間
と
一
緒
に
日
光

を
浴
び
て
、
軽
度
の
体
操
や
早
口
言

葉
な
ど
を
織
り
交
ぜ
て
楽
し
く
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
す
る
取
組
が
本
市
で
も
始

ま
っ
て
い
る
が
、
効
果
と
課
題
は
。

市
長　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
が
歩
く
こ
と
で
元
気
に

過
ご
せ
る
よ
う
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ

ー
マ
ッ
プ
を
作
成
し
配
布
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
地
域
の
人
の
健
康
づ

く
り
や
フ
レ
イ
ル
予
防
に
効
果
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
課
題
は
高
齢
者

の
参
加
を
促
す
周
知
方
法
等
で
あ
る
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
街
の
実
現
を
目
指
し
て

佐
藤　

徹
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

通
学
路
の
交
通
安
全
対
策
の
推
進
／

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
街
の
実
現
を

伊
藤　

央
議
員

（
一
人
会
派
の
会
）

自
粛
、マ
ス
ク
勧
奨
い
つ
ま
で
続
け
る

後
遺
症
、
副
反
応
の
相
談
窓
口
を

 
質
問　

臼
お
知
ら
せ
を
送
付
し
た
令

和
２
年
度
と
、
送
付
し
な
か
っ
た
元

年
度
の
世
代
の
接
種
率
は
。
ま
た
、

そ
の
お
知
ら
せ
の
効
果
は
。

　

渦
定
期
接
種
期
間
を
過
ぎ
て
し
ま

っ
た
市
民
に
対
す
る
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
の
必
要
性
へ
の
見
解
は
。

市
長　

臼
高
校
１
年
生
女
子
の
令
和

２
年
度
接
種
率
は　

・
１
％
、
元
年

１７

度
は
２
・
６
％
で
あ
る
。
接
種
率
が

大
幅
に
上
昇
し
、
接
種
を
希
望
す
る

か
の
検
討
等
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

渦
高
校
２
年
生
以
上
は
任
意
接
種

で
あ
る
た
め
、
必
要
性
の
判
断
は
保

護
者
や
本
人
に
委
ね
ら
れ
る
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
周
知
と
費
用
助
成
、

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
を

 
質
問　

臼
今
後
の
市
民
と
の
意
見
交

換
の
手
法
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

渦 
Ｐ 
ａ
ｒ
ｋ
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
等
の

※
２

導
入
を
検
討
す
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

市
長　

臼
令
和
３
年
度
か
ら
状
況
に

応
じ
て
、
セ
ミ
ナ
ー
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
手
法
に
よ

り
、
必
要
な
情
報
提
供
や
意
見
、
要

望
の
把
握
を
行
っ
て
い
く
。

　

渦
公
園
の
質
の
向
上
等
に
向
け
て

は
、
民
間
事
業
者
等
と
の
連
携
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
令
和

３
年
度
か
ら
の
調
査
、
研
究
を
進
め

る
中
で
、
民
間
事
業
者
等
と
の
連
携

の
可
能
性
等
を
検
討
し
て
い
く
。

愛
さ
れ
る
鷹
の
台
公
園
を
目
指
し
て

 
質
問　

臼
桜
橋
踏
切
の
南
西
、南
東
、

北
東
に
、
歩
行
者
の
安
全
対
策
と
し

て
た
ま
り
場
が
必
要
だ
が
見
解
は
。

　

渦
市
の
玉
川
上
水
周
辺
の
環
境
整

備
に
関
す
る
見
解
は
。

市
長　

臼
踏
切
の
南
西
と
南
東
側
は
、

遮
断
機
等
の
鉄
道
施
設
が
設
置
さ
れ

て
お
り
滞
留
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る

こ
と
は
難
し
い
状
況
だ
が
、
鉄
道
事

業
者
に
相
談
し
て
い
く
。
ま
た
、
北

東
側
は
東
京
都
に
相
談
し
て
い
く
。

　

渦
玉
川
上
水
の
緑
の
保
全
に
向
け

て
東
京
都
等
と
情
報
共
有
し
て
お
り
、

今
後
も
都
に
必
要
な
要
望
等
を
行
う

ほ
か
貴
重
な
地
域
資
源
の
保
全
等
の

桜
橋
周
辺
と
玉
川
上
水
の

環

境

整

備

に

つ

い

て

た
め
都
等
と
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
質
問　

臼
災
害
に
瞬
時
に
対
応
で
き

る
よ
う
防
災
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
必

要
で
あ
り
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
中
で
検
討
が
必
要
だ
が
見
解
は
。

　

渦
消
防
団
に
つ
い
て
、
職
員
の
意

識
向
上
が
必
要
だ
が
市
の
見
解
は
。

市
長　

臼
防
災
機
能
に
特
化
し
た
施

設
を
新
た
に
設
置
す
る
予
定
は
な
い

が
、
既
存
施
設
の
更
新
時
に
防
災
力

の
向
上
に
配
慮
し
た
検
討
を
進
め
る
。

　

渦
消
防
団
は
地
域
防
災
力
の
要
で

あ
り
、
市
と
消
防
団
が
連
携
し
て
消

防
防
災
活
動
に
当
た
る
上
で
、
消
防

団
へ
の
理
解
は
職
員
も
必
要
で
あ
る
。

市
民
を
守
る
防
災
対
策
を

進

め

る

た

め

に

幸
田
昌
之
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

桜
橋
周
辺
と
玉
川
上
水
の
環
境
整
備
を
／

市
民
を
守
る
防
災
対
策
を

山
岸
真
知
子
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

 

ワ
ク
チ
ン
周
知
と
助
成
、

 
キ 
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
／
鷹
の
台
公
園

※
１Ｈ
Ｐ
Ｖ


